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NY マーケットレポート（2018 年 1 月 22 日） 
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NY 市場レポート 
 

≪ NY市場概況 ≫ 

 

NY 市場では、米連邦政府の一部機関閉鎖による先行きの不透明感や、つなぎ予算成立への動きを見極めたいとの様子見ムード

が強まっており、ドル/円は序盤から上値の重いもみ合いとなった。その後、米上院がつなぎ予算案の採決に進むために必要な

動議を可決し、政府機関の一部閉鎖が解除される見通しとなったことで、ドルは上昇する場面もあったが、上昇後は終盤まで上

値の重い動きが続いた。一方、ユーロやポンドは、対ドルで上昇したこともあり、対円でも堅調な動きが続いた。 

 

 

IMF最新の世界経済見通し 

 

IMF は今年と来年の世界成長率予想を 3.9％（昨年 10 月時点予測 3.7％）、とし、予想通りなら 2011 年以来の高成長となる。成

長率予想の上方修正の半分程度は、昨年 12 月に可決され、今年実施された米共和党主導の減税策に起因する。 

 

米国の 2018 年の米成長率予想は 2.7％（10 月時点 2.3％）と、先進国では最高だった。だが、需要の強さによる輸入増加の影

響で米国の経常赤字は拡大する見通し。税制改革は当初こそ米成長率を押し上げるものの、個人向け減税の一部失効や財政赤字

削減の取り組みを背景に、2022 年以降は成長を押し下げると IMF は予測した。 

 

その他では、日本の 2018 年成長率予想が 1.2％（10 月時点 0.7％）、ユーロ圏の 2018 年成長率予想が 2.2％（10 月時点 1.9％）、

中国の 2018 年成長率予想が 6.6％（10 月時点 6.5％）、インドの 2018 年成長率予想が 7.4％（7.4％）。EU 離脱に取り組む英国

の 2018 年と 2019 年の成長率予想はいずれも 1.5％とした。 

 

 

出所：データを基に SBILM が作成 
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南ア・ランドは、対ドルで2年半ぶりの高値 

 

与党アフリカ民族会議（ANC）の全国執行委員会（指導部）が、週末にズマ大統領退任を求める決議を可決したとの観測が広が

り、南ア・ランドは米ドルに対して 2015 年 6 月以来 2年半ぶりの高値を更新した。 

 

 

出所：Bloomberg 
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ダウ平均株価はレンジ内の動きが続いた 

 

米株式市場は、米連邦政府の一部機関閉鎖による先行きの不透明感が圧迫材料となり、序盤から軟調な動きとなった。ただ、そ

の後はつなぎ予算成立への期待感から堅調な動きとなった。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、一時前週末比 97 ド

ル安まで下落した。ただ、その後は下げ幅を縮小する動きとなり、プラス圏まで上昇し、最高値を更新した。 

 

出所：Bloomberg 

 
出所：データを基に SBILM が作成 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


